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陳　　　　　贇
Establishment of “fanbo (反撥),” a Chinese Word Originating 
from Japanese (from “hanpatsu,” meaning “repulsion”),  
and its Acceptance in the Chinese Language
CHEN Yun
	 The	word	“fanbo	(反撥),”	a	translation	of	the	physics	term	“repel”	or	“repulsion”	
in	English,	entered	the	Chinese	 language	 from	the	Japanese	word	“hanpatsu,”	
which	originated	 in	 the	 early	part	 of	 the	Meiji	 Period.	 	 In	 Japan,	 however,	
“sekiryoku”	was	the	term	most	often	used	in	physics	rather	than	“hanpatsu,”	and	
the	latter	term	seldom	appeared	in	the	Chinese	language	as	well.		The	verb	form	of	
“hanpatsu,”	 “hanpatsu	 suru”	 (“to	 repel”),	 became	prevalent	 in	 Japan	 as	 a	
combination	of	 the	transitive	and	 intransitive	Japanese	verbs	“hane-kaesu”	and	
“hane-kaeru”	(“to	bounce	[something]	back”	or	“to	rebound”).	 	The	verb	form	of	
“hanpatsu,”	however,	was	strongly	associated	with	being	a	transitive	verb	and	thus	
was	seldom	used	in	Chinese.		After	about	the	1940s,	however,	“fanbo”	was	borrowed	
from	the	Japanese	for	use	in	Chinese.	 	“Fanbo”	gained	prevalence	as	 it	was	used	
primarily	 in	 contexts	 of	 an	 active	 or	 positive	 sense,	 despite	 considerable	
discrepancies	between	such	uses	and	the	meaning	of	“bo”	(which	means	to	“move,”	
“push	aside,”	or	“turn	around”),	and	the	term	is	widely	used	today.
	 Through	an	account	of	the	etymology	of	a	specific	word,	i.e.	“fanbo,”	this	paper	
discusses	 factors	 involved	 in	a	Chinese	word	originating	 from	Japanese	being	
accepted	 in	 the	Chinese	 language.	 	This	paper	also	discusses	differences	 in	
Japanese	and	Chinese	word	structuring	for	words	depicted	with	kanji	(Chinese	
characters).
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0 　はじめに
　近代日中間における科学分野での語彙交流史に関しては、地理学用語や植物学用語等に関し
てすでに多くの研究成果が公表されているが、物理学用語については、全体的な把握のみなら
ず、個別の語についても未だ十分な考察が行われていないようである。
　そこで本稿では、物理学における翻訳語と見られる「反撥」を採り上げ、これが明治初期の
日本において成立したことを確認するとともに、日本語における一般語への普及および中国語
への受容の状況についても考察を行うものである。
　特に中国語への受容に関しては、「反撥」は物理学教科書等を通して一旦は日本語から採り入
れられたものの、なかなか定着しなかった。本稿ではその要因について、日中両語における漢
語の語構成に認められる差異に着目し、分析を行う。
1 　日本語資料における「反撥」
1 － 1 　「反撥」の古い例
　「反撥」は、中国の古い文献における用例を見出しがたく、むしろ日本の文献における例が早
いものである。『日本国語大辞典』（第 2版）には、
○恋慕ながし（1898）〈小栗風葉〉二七「敢て其に反撥（ハンパツ）して、奮って更に大に励
まう」
○思い出の記（1900－01）〈徳富蘆花〉一・四「母はいよいよ運命に反撥して」
○火の柱（1904）〈木下尚江〉七・三「父親の不義に慚愧する反撥力が非常に熾で」
○波の音（1907）〈国木田独歩〉一「かかる場合に何人も能く起す一種の反撥心（ハンパツシ
ン）」
等の例が掲げられているが、さらに古く、
○反撥力は天下に隠れなき九州の名産なり。（筆者未詳「九州と自由党」『国民之友』198号，1893年
8月 3日）1）
という例が認められる。このほか、雑誌『太陽』には、
○行為は一般に自動的反動にして、決して諸の算当なく、事情により、激因によりて、反發
するものなり。（湯本武比古「フリードリッヒ、パウルゼンの倫理学（承前）」1895年12号）
 1）	 この例は、「日国.NET：日国友の会・カード情報」（http://www.nikkoku.net/tomonokai/toukou_list.html）
により知った。
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○租税は公益の為に存在し、而して個人の利益とは全然相反撥するものなり。（桐生悠々「国税
としての家屋税」1901年 5号）
○新政党若し桂系に密接せば、政友会は反撥的に桂派を攻撃するに至り、茲に愈々二大党対
立の大勢定まる。（福本日南（談）「議院観」1909年 4号）
○朝鮮人の眼から見れば他と同じく一外国人である処の日本人が自国に入り込んで無暗に権
威を振り廻すのであるから、如何に神経遅鈍の国民と雖も多少の反撥心を生ずるに至るは
自然の勢である。（加藤増雄（談）「伊藤公の薨去と対韓政策千人門を推すよりも一人 閂
カンヌキ
を抜くに如か
ず」1909年16号）
○露西亜の革命にかゝる対外的反撥力のないことは一面に於て革命を混乱の底止する所なき
反覆たらしめ、一面に於ては外敵をして縦まに其の欲する所を得せしめ、対内的にも対外
的にも革命最悪の奈落に堕せしめねば止まぬ。（浅田江村「露西亜革命の弱点」1917年14号）
のように、しばしば「反撥」の例が認められる2）。なお、第 1例の表記は「反發
4
」であるが、こ
の時期には他に類例が見られず、「反撥」の誤りであった可能性がある。これらの「反撥」はい
ずれも、〈他人の言動などを受け付けず反抗すること〉〈外からの圧力に屈せずに対抗すること〉
という、精神的な内容を含む人間の行動についての意味に用いられているが、同時期の辞書に
次のような記載がある。
○反動　英Reaction.　独	Rückwirkung.	意義
4 4
　（一）反動と謂ふ語は、元来物理学上運動の原
則を表はす言葉で、今を距る二百年前、英国の「ニュートン」の発見にかかり、爾来今日
に至る迄で少しの修正をも変化をも受けず、依然として物理学全体の基礎をなすところの
根本的法則である。‥中略‥	即ち反動とは此の第三則に規定せらるゝ運動の法則を謂ふの
で，一物体の力他に及べば、其の力を受けたる物体は、与へられたる力と同一の力を以て
必然に反撥し来たる作用を名付けて呼ぶのである。（二）以上の物理的反動の法則を更に人
間界の事柄にも当てはめて使用す、‥中略‥	総て其の行動行為の性質が、自然的発展に出
でずして、反撥的態度を以て起り来たる場合に、之を物理的反動の作用に比較して同様の
意義に使用するのである。（徳谷豊之助・松尾勇四郎『普通術語辞彙』1906年）
ここでは「反動」が、物理的運動に関する意味から人間の行動行為に転じて用いられる事実に
ついて述べられているが、説明文中における「反撥」もまた、両方の意味に用いられており、
「反撥」は本来物理学用語であったことがうかがわれる。
 2）	『太陽コーパス』によれば、「反發」 1例、「反撥」27例が得られた。
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1 － 2 　物理学用語「反撥」
　明治初期の初等物理学教科書には、しばしば「反撥」の語が用いられている。たとえば片山
淳吉『物理階梯』（1873年）に、
○浮気体トハ其分子互ニ相反
ハン
撥
パツ
	ハジキアフ〈左訓〉シ、温度ニ従テ、膨
ボウチョウ
張	ヒロカリダス〈左訓〉ス
ルノ力アル者ヲ曰フ。（巻上・第一課、物体論）
○浮気体ハ此両体（＝「固形体」「融液体」）ニ反シ、全ク此性（＝「凝聚性」）ヲ缺テ、却テ相反撥
スルノ力ヲ有シ、以テ其分子ヲ拡張セシム、（同上、凝聚性又凝聚力）
という例がある。同書は、Quackenbos,	G.	P.:		A Natural Philosophy: Embracing the Most Recent 
Discoveries in the Various Branches of Physics, and Exhibiting the Application of Scientific 
Principles in Every－day Life.（1st	ed.	1859，Revised	ed.	1871）の翻訳によるものであるが、その相
当箇所には、
○Aæriform	means	having the form of air,	and	matter	is	said	to	exist	in	this	state	when	its	
particles	repel	each	other,	tending	to	separate	and	spread	out	indefinitely;	（p.	8）
○In	aæriform	fluids	cohesion	is	entirely	wanting,	 its	place	being	supplied	by	a	Repulsive	
Force,	which	tends	to	make	their	particles	spread	out	from	each	other.（p.	21）
とあって、「反撥」は “repel”ないし “repulsive”に対応する語として用いられている。これらの
英語は何れも、現代日本語の「反撥」の意に相当するものである。また、宇田川準一訳『物理
全志』（1875年）に、
○浮気体ハ其分子互ニ反撥拡張セント欲スル者ナリ‥以下略‥（総論・物体及ビ区別）
○浮気体ハ此性絶テ無ク反撥力極テ盛ナリ故ニ其分子間ヲシテ大ニ拡張セシム（巻一・凝聚）
という例がある。同書の底本の一つであるGanot:	Cours éléments de Physique.の英訳本Popular 
Natural Philosophy.（1872）には、
○Matter	assumes	the	solid,	liquid,	or	gaseous	form	according	to	the	relative	strength	of	the	
cohesive	and	repulsive	forces	exerted	between	their	particles.	 In	 liquids	these	forces	
balance:	in	gases	repulsion	preponderates.（p.	98）
とあるところから、「反撥」はやはり “repulsive”ないし “repulsion”に対応する語であることが
うかがわれる。なお、同書の凡例には「訳語ノ字面ハ多ク博物新編、格物入門等ニ拠リ、物性
ノ称謂ハ物理階梯ニ従フトモ、間々又新ニ訳字ヲ填ル者アリ」とあり、「反撥」は前掲『物理階
梯』の訳語を踏襲したものと見られる。このほか、
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○地球ハ空気ヲ吸引スルヤ或ハ反撥スルヤ（小林六郎訳『増補改正物理小学』1883年3）巻 1・42ウ・
欄外問題）
○物体ハ時トシテ或ハ牽引シ、或ハ反撥スルノ作用ヲナスモノナリ。‥中略‥	斯ク物体ノ牽
引シ或ハ反撥シ、又抗抵ヲ与フル所以ハ、力ナルモノヽ存在スルガ故ナリ。（菊池熊太郎編
『物理教科書』1890年・上巻pp.	16－17）
○各球ハ先ヅ棍ニ附着シ、須臾ニシテ反対ノ現象ヲ呈ス、即チ各球相互ニ反撥スルナリ。乃
玻璃棍ヲ去リテ各球ノ位置ヲ見ルニ、初メノ如ク無事ニ懸垂スルコトナク、相互ノ反撥尚
ホ止マザルベシト雖、手掌ヲ開キテ球ニ触レシメズルシテ其ノ下ニ接近スレバ、各球又初
メノ如ク懸垂シ、手掌ヲ去レバ又々反撥ス。右ノ実験ニ由リテ考フルニ、物体ハ時トシテ
或ハ牽引シ、或ハ反撥スルノ作用ヲナスモノナリ、‥中略‥	斯ク物体ノ牽引シ或ハ反撥シ、
又抗抵ヲ與フル所以ハ、力ナルモノヽ存在スルガ故ナリ。‥中略‥	而シテ各種ノ運動ハ力
ノ作用ニシテ牽引セラルルカ、或ハ反撥セラルルヨリ生ズルモノナリ、前者ヲ牽引力ト云
ヒ、後者ヲ反撥力ト云フ。（菊池熊太郎編『物理学教科書』1891年・上巻pp.	70～71）
○甲乙二個の磁石を取り、甲を其中央にて吊し乙を之に近づくるときは両磁石は吸引或は反
撥す。（田中三四郎『物理学講義』1893年・p.	451）
○同名ノ極ハ相反撥シ、異名ノ極ハ相吸引ス。（両極間ニオケル反撥力若クハ吸引力ノ大サハ
ソレ等ノ極ニアル磁気量ト磁気量トノ相乗積ニ正比例シ‥後略‥）（柴田初治郎『物理学綱要』
1909年・p.	3）
のごとく、明治期の物理教科書には「反撥」がしばしば用いられており、第 3例では、「牽引
（力）」と「反撥（力）」の対義関係も認められる。また教科書以外の文献においても、
○‥前略‥	分子相互に疎碍せんと欲する力を有するものにして学術上之を称して細微分子の
反撥力といふ。（坂下亀太郎『通俗絵入簡易物理学全』 1 － 1「物体の定義」1891年）
○反動作用〔レフレークス、アクシーヨン〕反動作用ハ有意作用ノ反対ニシテ全ク意志ノ作
用ナクシテ發動スル者ナリ。‥中略‥又熟睡スル人ノ脚底ヲ針尖ニテ微シク刺ストキハ其ノ
人忽脚ヲ動スモ、之ヲ醒覚スルニ至ラズ。是レ脊髄ニテ反撥スル一ノ反動作用ニシテ心意
ハ毫モ其ノ間ニ発動セザレバナリ。（『教育心理論理術語詳解』1885年）
　このように、「反撥」は明治初期の日本において、“repel”,	“repulse”,	“repulsive”,	“repulsion”等
に対する翻訳語として成立したものと考えられる。
 3）	 同書の序には「1876年ニ刊行スル所ノ英国マンチヱスター「ヲーヱンス」大学校物理学博士ステワルト
氏ト同校化学博士ロスコー氏ト與ニ謀リ、専ラ初学生徒ノ理学化学ノ科ニ従事スル者ノ為ニ編述スル所‥
以下略‥」とある。なお、同書初版（1878年）には、この記載が見られない。
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1 － 3 　明治期漢語辞書への登録例
　前節に見たように、「反撥」は明治 6年には既に物理学教科書における使用が認められるが、
明治十年代までに刊行された下記の漢語辞書類には、この語の登録を確認できなかった。
『新令字解』（1868年）／『新令字弁』（1868年）／『漢語字類』（1869年）／『漢語便覧』（1869年）／『増補新令字解』（1868
年刻成，1870年増補）／『大全漢語解』（1871年）／『日誌画引新令字類』（1871年）／『新撰字解』（1872年）／『布令字
弁』（1872年）／『布令字辨』（1872年）／『広益熟字典』（1874年）／『布令必用大増補新撰字引』（1874年）／『増補漢語字
引大全』（1875年）／『改正増字画引漢語字典』（1877年）／『御布令新聞漢語必要文明いろは字引』（1877年）
ところが、上掲のうち『漢語字類』については、その増補版に、
○反
ハン
撥
パツ
ハジキアフ（『校正増補	漢語字類』1876年）
のごとく登録されている。両書はともに庄原謙吉の著とされるが、後者には校閲者として大森
惟中の名前が記載されている点が注意される。大森は明治 2年から 8年にかけて、『博物新編訳
解』（後出）の訳纂を手掛けていた人物であることから、新しい物理学関係用語を取り入れる姿
勢を有していたことが考えられる。なお、元版の『漢語字類』には、「反」の項目自体が挙がっ
ていない。
1 － 4 　英和辞典・英華辞典の訳語
　先に見たように、明治初期の物理学教科書に “repel”,	“repulse”等の訳語として「反撥」が用
いられているが、同時期の英和辞典におけるこれらの語に対する解釈は、以下のごとくである。
堀達之助『英和対訳袖珍辞書』初版（1862年）：
　「逐ヒ遣ル．逆フ．返対スル．」（Repel）、「逐ヒ遣ル．防ギ逐ヒ返ス」（Repellent）／「禦キ
反スコト．嫌フコト」（Repulse）、「禦キ反ス．嫌フ様ニスル」（Repulse－ed－ing）
柴田昌吉・子安峻『附音挿図英和字彙』初版（1873年）：
　「逐
オヒ
返
カヘ
ス、抵
テイ
抗
カウ
スル、反
ハン
対
タイ
スル」（Repel	vt.）、「逆
サカラ
フ、違
タガ
フ」（Repel vi.）「拒
フセギ
返
カヘ
スコト、推
オシ
却
カヘ
スコト、嫌
キラ
フコト」（Repulse n.），「拒返、敵
テキ
対
タイ
」（Repulsion）、「拒返ス、厳
ゲン
禁
キン
スル」（Repulsive）
＊同書はロプシャイトの『英華字典』を参考にしている。（森岡健二『近代語の成立／明治期語彙編』）
イーストレーキ・棚橋一郎『ウヱブスター氏新刊大辞書 和訳字彙』（1873年）：
　「拒ム、禦グ、逐返ス、抵抗スル、反対スル；衝戻ス、反衝スル」（Repel	vt.）、「逆フ、違フ」
（Repel	vi.）、「相反性、相斥、拒抗」（Repellnce,	Repellency）、「拒ム、禦グ、抵抗スル、衝戻
ス、反衝スル」（Repellent	a.）、「抗拒、防禦、反衝；桐油類、防湿布ノ一種（Repellent	n.）、
「抗拒者、反衝者；抗拒物、反衝物」（Repeller）、「逐返ス，拒ム、禦グ、衝戻ス」（Repelling）
／「拒反（コバミカヘス）、拒回、逐回スコト、否拒」（Repulse	n.）、拒返ス、打返ス、禦キ回
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ス、逐回ス、嫌フ」（Repulse v.t.）、「拒ム人、反拒者」（Repulser）、「拒返、拒回、逐回；〔理〕
拒力、斥力」（Repulsion）、「拒返ス、拒回ス；厳禁スル、厳ナル、冷淡ナル」（Repulsive）
　以上のように「反撥」の語は未だ見られない。一方、中国刊の英華辞典においても、たとえ
ばロプシャイトのものを見ると、
Lobcheid,W.: English & Chinese Dictionary『英華字典』.1868年
　「反攻，拒，拒住，拒攻，打翻，還翻手，反敵，禦，抵，攩，拒絶，拒攻，拒敵，禦敵，拒誹
謗，抵譭、拒訕」（Repel）、「拒了，拒攻了，抵了，攩了，禦了，頂住了」（Repelled）、「拒反
之性，拒反之事、拒心之事」（Repellency）、「禦得嘅，拒得的，拒的，禦的，拒翻的，拒翻薬，頂
反薬，攻反薬，嚇縮之貌」（Repellent）、「拒者，禦者，抵攩者，頂住嘅」（Repeller）、「拒反，打
翻，禦，抵，攩，抵攩，抵住，攩住」（Repelling）／「打反，打回，拒退，拒反，禦，趕退，趕
反，擋禦，趕翻転頭，反敵，打敗敵，拒退敵」（Repulse）、「打反之事，打回之事，拒反之事，推
辞，辞，遇推，遇却，遇推却」（Repulse）、「打反過，打回過，打輸，打敗」（Repulsed）、「打反
敵，抵擋敵，推拒之性，相拒，推反者，相抵之性，推拒之力，相拒之力，相敵之力，相悪，相
拒，相敵」（Repulsion）、「推反的，拒反的，逆情的，獰，心悪的、心所悪的，心所厭悪，冷淡，
厳緊，厳禁的，醜貌」（Repulsive）、「致悪之事，拒性者，逆情之事，払性之事」（Repulsiveness）
のようにあって、多数の訳語が示されているが、その中に「反撥」の例は見いだせない。また、
Doolittle,J.: Vocabulary and Hand－Book of the Chinsese Language『英華萃林韻府』．（1872年）
には、“ELEMENTS	OF	NATURAL	SCIENCE－博物之理 ” の部分に、「物質物性」として、
「Matter	has	cohesive	attraction,	物有牽合之性；It	has	also	the	property	of	repulsion.，物亦有推
拒之性）とある。また、独立した項目として、「Repulsion 相駆」とあるので、「相駆」と「推
拒」とは同等に理解されていることがわかるが、やはり「反撥」の例は認められない。
　このように、同時期の英和辞典や英華辞典に未登録であることから見て、『物理階梯』をはじ
めとする明治初期の物理学教科書における「反撥」は、当時の日本で造語されたものであった
可能性が考えられる。
2 　「反撥」の成立と定着
2 － 1 　『物理階梯』以前の訳語
　『物理階梯』の凡例には、次のような訳語選択に際して参考とした先行文献、およびその取捨
に関する記載がある。
○訳字ハ総て『博物新編』、『格物入門』、『気海観瀾広義』等先哲撰用ノモノニ従フト雖ドモ、
或ハ其創見ニ係リ訳例ニ乏シキガ如キ若シ原語ヲ存シ注釈ヲ加フルトキハ、幼童ノ為メ亦
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誦読ニ便ナラザルヲ覚ユ。因テ姑ク之ヲ填スルニ、原語ト相類似スル字ヲ以テ其欠ヲ補フ
然ドモ、余ノ浅陋偏
ヒトエ
ニ恐ル文字ノ妥当ヲ欠キ旨趣ノ明晰ナラザル所アルヲ、冀クハ看者
其意ヲ諒シ訂正ヲ加フレバ幸甚。（句読点は筆者による）
そこで、ここに示された『博物新編4）』（1854年）、『格物入門』（1866年）、『気海観瀾広義』（1851－
1858年）及び類似内容の書物につき、「反撥」に相当する意味の箇所を掲げると次のようになる。
Ａ：中国で翻訳されたもの
合信（Hobson）『博物新編』（加点本，1854年）
○夫物之本性、不外二理、一為牽合之性、一為推拒之性。（地気論「物質物性論」）
○万物之硬軟、係之二性。推性勝引性、則散而軟、如地気及蒸気。又引性勝推性、則凝而硬、
如水及金。二性相匀、則流而不散、聚而不凝、不軟不硬、如水及油。（上掲部分の頭注）
丁韙良（Williamson）『格物入門』（1866年；安田次郎吉和解1870年）
○問　気ハ自然ト漫散の力タル物ナルトキハ何ヲ以テ其漫散ニ限制アルヤ
答　凡ソ物トシテ形質アレバ相引ノ力アラザルハ無シ、気極メテ薄キニ至レバ引力少ナシ
トイへトモ、亦其漫散ノ力互ニ相推ニ足レリ故ニ限制スルトコロアルナリ。（巻二・気
学／上章「空気ヲ論ズ」）
Edkins, Joseph『重学』（1859年）
○流質有二曰軽流質如気‥中略‥流質有二力，曰互摂力曰互推力。（巻十八・総論）
○英国達爾敦嘗細察此理，知軽流質本有互相推蕩之理。（巻十九「流質」」「論各種気分合之理」（『西
学富強叢書』英国艾約瑟口訳、海寧李善蘭筆述）　※軽流質＝気体（筆者注）
Ｂ：日本で翻訳されたもの
青地林宗『気海観瀾5）』（1838年）
○物性は引力を有す。相引き相附かんと欲す。‥中略‥造物主、別に一種性を賚
あた
ふ。常に万体
の気孔に入りて極微を分排し、斯をして張拡分析し其の引著を遮らしむ。此れ之を温実と
謂ふ、即ち火質なり。其の性、衝盪發越を主とし、正に引力と相反す。（「温質」の部）
 4）	『博物新編』が日本の近代語に与えた影響については、陳力衛「『博物新編』の日本における受容形態に
ついて―新概念への対応を中心に―」（『日本近代語研究 4　飛田良文博士古稀記念』ひつじ書房，2005,6）
を参照。
 5）	 同書は日本最初の物理教科書と評される。児玉勵造は『日本科学古典全書』（朝日新聞社，1942.9）第六
巻の解題で次のように述べている。「‥前略‥蘭書を訳述した書物が多く世にでるに至った。天保年間に刊
行された『舎密開宗』は後生の化学用語を決定した点に於いて、『気海観瀾』は永く物理学の用語の源泉と
なった点に於いては、いずれも著名な訳述書である。」
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川本幸民『気海観瀾広義』（1851年）
○造物者又茲に温素を附與すればなり。夫れ温素は天地に瀰り、彼此の体中に入りて、実質
を拡張し、常に引力の敵となりて、固結を妨碍す。（「引力」の部）
広瀬元恭訳『理学提要』（1854年）
○温素は無形の元素なり。其の原を太陽に資る。故に大
ママ
陽光線の至る所に循って、大気に彌
漫し、温暖を万物に賦與し、其の気孔に竄透し、其の極微を分排し、其の物をして凝結固
塊の患を免れしむ。（後編巻の一「温素」）
以上のごとく、『物理階梯』以前の文献には「反撥」は用いられていない。凡例にある先行書と
『物理階梯』の用語の異なりついては、
○『物理階梯』の題言の中にも、「訳字ハ総テ博物新編、格物入門、気海観瀾広義等先哲ノ撰
用ノモノニ従フ」と断っておきながらも、漢文体で書かれている『博物』に用いられる「電
気（中国訳）」という語を起用せず、和語の音訳語である「越歴」を用いている。（三枝博音
「「物理」の概念の歴史的彷徨に就いて―これは、日本に於ける物理学の形而上学からの脱却について考へ
てみる試みである―」『日本科学古典全書』第六巻（1942年）附録）
と言われることもあり、必ずしも先行書の訳語をそのまま利用するばかりではないことが知ら
れる。「反撥」についても先行書における訳語が一定せず、また前掲のごとく辞書類における解
釈もまちまちであることから、『物理階梯』においてはむしろ新たな語を造出するのが妥当と考
えられたのかも知れない。
2 － 2 　和語表現との関わり
　『物理階梯』の「反撥」には、前掲のごとく「ハジキアフ」という左訓が見られたが、これは
文脈的意味にもとづく説明的な訓と考えられる。一方、同書の語句を採り上げて音訓および注
を加えた字引に、
○反
ハン
撥
パツ
	カヘシ ハラフ〈左訓〉ハネカヘス（渡部栄八『改正増補物理階梯字引略注』1877年）
という記載例がある。この語釈に用いられた「はねかえす」は、『物理階梯』の著者である片山
淳吉の口述（百田重明筆記）による『小学物理講義』（1881年初版、1883年再版）に、
○浮気体トハ空気、蒸気ノ類‥中略‥其分子互ニ相撥
ハ
ネ反
カヘ
スガ故ニ、其形常ニ浮虚トナリ。（上
巻p.	4；第一課　物体ノ説）
という例があるが、同書にはまた、
○浮気体ハ‥中略‥其分子互ニ相反撥スルノ性アルナリ。（上巻p.	24；凝聚性）
のように「反撥」も用いられており、両語は同じ意味と考えられる。「はねかえす」は、遅くと
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も中世以来6）広く用いられる日常語であり、「反撥」は和語「はねかえす（撥反）」に対応する
漢語表現として成立したという可能性を考えることができる。
2 － 3 　「反－」型の語彙
　一方、当時の漢語辞書や物理教科書字引類によって「はねかえす／はねかえる」の語釈が与
えられている語を見ると、
○反
ハン
躍
ヤク
ハネカヘル（片岡義助『御布令新聞漢語必要	文明いろは字引』1877年）
○反
ハン
射
シヤ
	ハネカヘシ〈左訓〉（大島細吉『改正増補	物理階梯字引』1879年）
○反
ハン
射
シヤ
ハネカヘス　反
ハン
射
シヤ
角
カク
 ハネカヘルカク（宮崎柳条『改正士氏	物理小学字引』1881年）
○音
オン
の反
ハン
射
シヤ
 オトノハネカヘリ　反
ハン
射
シヤ
物
ブツ
 ヒカリヲハネカヘスモノ　拒
キヨ
反
ハン
 コバミハネカヘス
（電気、磁気）吸
キユウキヨ
拒スル力
チカラ
ヒヨセ、又コバミテハネカヘスチカラ（佃正夫・前田孝典・吉岡平助
『改正増補	物理階梯字引』1882年）
○反
ハン
射
シヤ
　ハネカヘス（宮崎柳条『改正	物理小学字引大全』1884年）
○反
ハン
躍
ヤク
　ハネカヘル（鈴木音彦・中村浅吉『頭書漢語早引	広益無双玉編』1893年）
のように、「反－」を語構成要素に持つ語が多く見られる。その中には「拒反	コバミハネカヘス」
のように、「反」のみを「はねかへす」と解釈していると判断される例もある。したがって、「反
撥」は当時多く用いられた「反－」語彙の一つとして位置づけることもできるだろう。
　以上のように、「反撥」は “repulse”,	“repulsion”等の翻訳語として成立したものと見られるが、
その際に先行の和語「はねかえす」からの影響が認められ、また物理学用語に多数存する「反－」
型字音語語彙からの類推という要因も働いたものと考えられるのである。この「反‐」型語彙
に関しては、
○翻訳による印欧言語の影響で、中国語の一部の造語成分の接辞化が、進んだ。「手」、「師」、
「者」、「員」、「家」及び「非」は、中国固有の語、或は語素で、西洋言語の接辞の翻訳に用
いられたが、具体例のうち、多くのものは日本の訳語の影響を受けている。「主義」、「性」、
「化」、「反」、「超」、「汎」に至っては、みな日本語が先に翻訳に用い、後に中国語がそれら
を取り入れて、さらに発展させた語である。（沈国威『近代日中語彙交流史』1994年67頁）
と言われるように、英語における “re－”型語彙等の翻訳語として、日本において早く翻訳が行
われたものであることが指摘されている。
 6）	『日本国語大辞典』（第 2版）によれば、『源平盛衰記』『太平記』等の認められる。
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2 － 4 　「斥力」との関係
　明治中期になると、物理学用語を統一しようという動きが出始め、1888年に、山下健次郎や
志賀泰山らを筆頭とする物理学教科書編纂者により『物理学ニ用ユル語ノ和英佛独対訳辞書』
が出版された7）。ここでは、“repulsion”に相当する語として、
○ Sekiryoku.	Repulsion.			Répulsion.			Abstossung,	die;			Repulsion,	die.		 斥力　　
○ Shirizoke.	Repulsion.			Répulsion.			Abstossung,	die;			Repulsion,	die.		 斥ケ　　
のごとく「斥力」および和語「斥（しりぞ）け」が選ばれているが、これは “repulsion”の対義
語である “attraction”に対する訳語に、
○ Inryoku.			Attraction.			Attraction.			anzichung,	die;			Attraction,	die.		 引力　　
○ Hiki.   Attraction.			Attraction.			anzichung,	die;			Attraction,	die.		 引キ　　
のように「引力」および「引き」が用いられていることに対応するものと考えられる。このよ
うに、物理学の学術用語としては「斥力」が採用されたのであるが、井上哲次郎『哲学字彙』
の初版（1881年）・第 2版（1884年）において、
○Repulsion. 拒力（物）
とあったものが、第 3版（1912年）では、
○Repulsion. 抗排、斥力（物）、
のように訳語に変化が見られるのも、その影響かと考えられる。同様に、この時期の専門辞書
には、
○Repulsion. 斥力（野村龍太郎他編『工学字彙』第 2版1888年・第 3版1894年）
○Repulsion. 逐反，斥力（中島鋭治他編『英和工学字典』1908年）
のごとく「斥力」が採られることが多く、当時の物理学用語としては「斥力」の方が中心的で
あったことがうかがわれる。しかしその一方で、やや時代の下る辞書には、
○Repulse 反撥する。／Repulsion 反撥、斥力。／Repulsive	force 斥力。（大沢忠光『英和化学
工業辞典』1917年）
○Hanpaturyop
ママ
u，反撥力;	Repulsive	force,	repulsion;	Repulsion, Abstossung, f;斥力に同じ（小
山民造『和欧及英独和物理学用語新辞典』1928年）
のように、「斥力」の同義語として「反撥（力）」を掲げるものも存し、また次のような文献例
も見られる。
 7）	 戴念祖編，王氷著『中国物理学史大系・中外物理交流史』（湖南教育出版社，2001.9）pp187－189；日本
物理学史・上（歴史・回想編）pp85－88参照
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○‥前略‥	此物体は凡て細分子と称する小さな分子が集合し出来ておるので、此分子に二通
りの異なった力があります、一は細微分子の引
いん
力
りよく
と云ひ、一は細微分子の反
はん
撥
ぱつ
力
りよく
と云ふの
であります。（和田学玄『日用百科全書』1912年・第四十編「物理化学・物理之部・物体」）
試みに、この時期の英和辞典に拠って “repel”,	“repulsion”およびその関連語彙の訳語を見ると、
以下のごとくである。
神田乃武他『模範英和辞典』1911年
　Re－pel’［－pelled;	－pel’ling］,	vt.	一	逐払（オヒ	ハラ）フ，逐回（オヒ	カヘ）ス，撃退（ゲキ	タイ）ス，禦（フセ）ギ止（ト）ム. 	
二	抗拒（カウ	キヨ）ス. 	反対ス，ハネツク，受付（ウケ	ツ　）ケヌ. 三	反撥（ハン	パツ）ス .
　Re－pellence, Re－pellençy, n. 一	逐払（オヒ	ハラ）ヒ，逐回（オヒ	カヘ）シ，防止（フセ	ギ　	トメ）. 二	抵抗（テイ	カウ），反対，
ハネツケ. 三	抗拒（カウ	キヨ）力，反撥（ハン	パツ）力；抗拒性，反撥性 .
井上十吉『井上英和大辞典』1915年
　re－pel’lent，a.	一	逐ひ返す，反撥［ハン	パツ］する . 二	嫌がらす，不快の感を起こさす .
　re－pel’lent－ly，ad.	逐ひ返して，反撥的に . 三	嫌がらせて，不快の感を為さしめて .
　re－pulse’,	vt. 一	撃退する（攻撃・攻撃軍を）.	‥中略‥ re－pul’sion一 《稀》撃退，駆逐，拒絶．
二【理】斥力［セキ	リヨ	ク　］（attraction の対）．三 反撥［ハン	パツ］．四 嫌［キラ	ヒ　］，嫌厭 .‥中略‥ re－pul’sive,	
a.	一《詩》逆ふ．二【理】反撥する．‥後略‥ re－pul’sive－ly, ad.嫌はしく，厭ふべく，見苦
しく，いやに，反撥して，はねつけて．re－pul’sive－ness,	n.嫌厭，嫌悪，見苦しきこと，反
撥性 .
ここからうかがわれるように、“repel”,	“repulsion”等に対する「反撥」の例が散見され、この語
が一般に用いられていたようである。これに対し、「斥力」の方は『井上英和辞典』の “repulsion”
の項にあるように、“理学用語 ”という位相語として扱われている。このように「反撥」は、明
治末～大正期頃には一般語としてある程度広く流通していたことがうかがわれる。
　なお、この時期の英和辞典には、
○ re－bound’, vi.弾［ハジ］き反る，反作用を為す，捲き反る，跳ね反る，反撥する．re－bound’，	
n.	一	跳ね反り，弾き返り，反撥，捲き．二 感激後の反動 . ― to	take	one	on［at］the	
rebound,	人の反感を利用する .（『井上英和辞典』）
○ Re－bound’（リバ 'ウンド）《自》a跳（ハ）ね返る，弾（ヒ）き戻（モド）る，反撥する，b
反響する，反動する，酔（エ）ひ来る。―，《名》反撥，反動。（アーサーロイド・和田垣謙三
著／林弘之増訂『増訂英和新訳辞典』1920年）
のごとく “rebound”に対して「反撥」の訳語を用いる例も認められる。この記載が注目される
のは、“repel”が他動詞であったのに対して、“rebound”は自動詞である点である。実際、冒頭
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に掲げた例からもうかがわれるように、日本語の、特に一般語としての「反撥（する）」は、他
動詞・自動詞の何れにも解しうるような例が少なくない。また、
○此の如くにして氏が勢力の原因は、反撥して一大打撃となるに至れり。（「星氏遭害」『太陽』
1901年 9号）
○そこへ自然淘汰が出て来、ダーヰンの説が現はれ、生物の生活は總て生活の内外の状態が
機械的に相適応し反撥して変化する外に何等の原因もないと云ひだした。（姉崎正治「進化論
とキリスト教」『太陽』1909年 8号）
のように、むしろ「はねかえる」と同義的な自動詞と見るべき例も存する。
3 　日本の物理学用語と中国語
3 － 1 　中国における日本の物理学書の受容
　近代初期における物理学教科書が、日本から中国へ移入されたことについては、以下のよう
な言及からも知られるところである。
○国民政府教育部編《教育年鑑》所載〈教科書之発刊概況―1868～1918―年〉の1903（光
緒29）年のところをみると，つぎのように記されてある。‥中略‥「物理化学門では《格物須
知》本，イギリスの博蘭雅著の重学・力学・電学・声学・光学・気学・水学・熱学などの 8種・《科学叢書》
本，日本木村駿吉著，樊炳清訳の《小物理学》・開明書店発売，教科書訳輯社本、水島久太郎著，沈紘訳補
の《物理学》・会文学社本，アメリカの那爾徳著，范霊亜訳《科学探原》《科学叢書》本，樊炳清訳《理化示
教》などの書がならべてある。‥中略‥	これでみると，中国のオリジナルなものはまことにす
くなく，西洋人が中国のためにあらわしたものがそうとうにある。日本の原本と明示した
ものも多いが，およそ「教科書」と名のつくものは，「日本文から訳したもの」とみてよろ
しい。「教科書」なる語は，そもそも日本からはいったものである。（実藤恵秀「留日学生の翻
訳書と中国の教科書」『中国人日本留学史』増補版1970年 pp.	273－275）
○中国と日本は、ほぼ同時に西洋から体系的な物理学を受け入れていたが、種々の原因で20
世紀初頭までの間、中国に於ける物理学の伝播、受容、成長及び発展は日本のそれより30
年ほど立ち後れることになる。従って、中日両国に於ける物理学知識の交流は、必然的に
日本から中国へというルートになったのである。（王氷（2001）p.	182＊原文中国語。日本語訳（私
訳）による。）
これらに述べられるように、清朝末～民国初期の物理学教科書は、概ね日本のものからの翻訳
であり、その中には、
○‥前略‥	故由外観之似物体之各部雖全如静止、不知其分子運動不絶、互相衝突反撥、進退
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於前左右而不須臾止也。（酒井佐保『漢訳最新物理学教科書』1906年）
のように、「反撥」を用いているものがある。また、日本に留学した中国人学生によって編纂・
出版された、中国最初の西洋の人文・自然科学の新概念、術語を解説する用語集であった『新
爾雅』にも、
○物体受外力而変，外力一去，即復原形者謂之弾性	‥中略‥	分子不固着，而随器為方円者，
謂是流質。不僅分子相動揺，且有反撥拡張之性者，謂之気質。（『新爾雅8）』1903年・p.	122）
という例が認められる。このほか、『総合英漢大辞典』（ “A	Comprehensive	English－Chinese	
Dictionary.”1933年）にも、
　repel【他動】③［理］（Attract	之対）反撥，拒斥　‥後略‥
　repellency【名】③抗拒力，反撥力；抗拒性，反撥性‥後略‥
　repeller【名】抗拒物，反撥物
　repulsion【名】［理］反撥‥後略‥拒斥，拒力，斥力（Attraciton 之対）
　repulsive【形】（能）逐回的，拒斥的，反撥的．Repulsive	force［理］拒斥力
のように「反撥」の訳語が用いられている。この辞書は斎藤秀三郎『熟語本位	英和中辞書』（再
訂版，1921年）を参考にしていることは、本辞書の「編輯大綱」に説明される通りである9）。また
編集者に日本の物理教科書を漢訳していた周昌寿が加わっていることも注意すべきであろう。
3 － 2 　中国物理学用語における訳語の選択
　このように、中国語文献における「反撥」は、多く日本語の影響によるものと見られ、それ
は結局中国語には定着しなかった。現行の英漢辞典においても、鄭易里・曹成修原編、商務印
書館辞書研究中心修訂『英華大詞典』（修訂第 3版2001年）の “repel”の項目下に、
○3.【物】反撥，排斥，弾回。
とある10）のが唯一確認できたものである（【物】は物理学用語を示す）。なお同書においても、物
理学用語としての “repulse”には「拒斥」、“repulsion”には「反斥，推斥；斥力」、“repulsive”に
 8）	『新爾雅』は、「日本書の翻訳或いは翻案であったことは、ほぼ間違いない」（沈国威編著『「新爾雅」と
その語彙』p.	2）とされる。
 9）	 特に自動詞、他動詞などの品詞関係をはじめとする文法面において、斎藤『英和中辞典』を主に参考に
したと記述されている。『総合英漢大辞典』に見られる自他動詞の分類がその裏付けと言えよう。また、斎
藤『英和中辞典』における “repel”系の語釈は次のとおりである。repel【他動】―中略―❸（Attract に対
し）跳返す、反撥する―以下略―；repulsion【repelの名詞】（Attractionに対し―物が物を）跳ね返す事、
反撥―以下略―
10）	 この意味記述は第 1版（1957年）、第 2版（1987年）にも存する。
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は「推斥的，斥力的」とあり、「反撥」の語は用いられていない。また、科学関係の英和辞典で
は、
○repellant　Ⅰ a.排（相）斥的，防水的，弾回的 .Ⅱ n.排斥〔反撥〕力，防水布，防護剤（清
華大学編『新編英漢科技大詞典』1978年）
という例があるが、『英．徳．法．俄．漢	物理学詞典』（R.祖貝編『物理学詞典』翻訳組訳1979年）、『英
漢現代科学技術詞彙』（1982年）、『新英漢詞典』（増補本1985年）、『英漢物理学詞彙』（2002年）
等には「反撥」は採られておらず、「斥力」「排斥」等が掲げられている。
4 　日中両語における「撥」の意味・用法
4 － 1 　中国語における「撥」
　『漢語大詞典』には「撥」の字義として、「（1）治里；整頓」「（2）分解；撥開」「（3）挑動；逗
引」「（4）爭取；取得」「（5）掉轉」「（6）碰撞；摩擦」「（7）撥弄」「（8）指點」「（9）潑；灑潑」「（10）
彈奏弦樂器的一種手法」「（11）指彈撥弦樂器的用具」「（12）調撥；分配」「（13）拋開」「（14）廢棄；
除去」「（15）滅絕；斷絕」「（16）不正」等が掲げられているが、「挑動；逗引」「碰撞；摩擦」「撥
弄」あたりが「反撥」の「撥」の意味に相当するものと考えられるが、中国語の「撥」は概ね
他動詞的であり、中日辞典においても「撥」の意味は、
○❶□動（手足や棒などで横に物を）移動させる．動かす．❷動（指などで）はじく、弾く	
❸□動（一部を）分け与える　❹□量（グループごとに分けた一まとまりの人を表す）組、群
れ、グループ　❺向きを変える（相原茂編『講談社中日辞典』第 2版2002年＊用例省略）
のごとく他動詞に解されている。
4 － 2 　日本語における「撥」、および「反撥」の語構成意識
　日本語の「はねる」という動詞は、「ボールがはねる」のような自動詞としての用法と、「泥
をはねる」のような他動詞としての用法がある。この両者は、
○「撥ねる」（他下一）①先を勢いよくあげる。払いあげる。‥中略‥	⑦ぶつかってはじき飛
ばす。⑧飛び散らせる。自動詞の「跳ねる」と同源。（『広辞苑』第 6版・2008年）
とあるように、自動詞「跳ねる」、他動詞「撥ねる」のごとく、「跳」・「撥」の字義に従い漢字
表記によった区別されることもあるが、実際にはそのような弁別が常に行われているわけでは
なく、「ボールが撥
4
ねる」ないし「泥が跳
4
ねる」のような例もしばしば見られる。したがって
「反撥
4
（する）」を自動詞として用いることに違和感が生じにくいのであろう。また、すでに見
たように、「反撥（する）」に対応する和語表現は他動詞「撥ね反す」であるが、これに対する
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自動詞は「撥ね反る」であり、自他の区別は「反る」―「反す」が担当し、「撥ねる」はそれ
に与らない。したがって、これに対応する字音語「反撥」も、「反」が自他両様に解しうるとこ
ろから、自動詞にも他動詞にも用いられるようになったものと考えられる
4 － 3 　中国語における「反撥」受容が限定的であった理由
　以上のように、「反撥」は中国語においては専ら他動詞と認識されるのに対し、日本語におい
ては自他両様の意味に用いられる語であったことがわかる。
　「反撥」は近代物理学用語として中国に一旦受容されたものの、その後あまり一般的には広ま
らなかったようである。その原因として種々な理由が考えられようが、上述のような「撥」の
意味の日中における違いに基づく用法の差が存したものと考えられる。すなわち、「反撥」を自
他両様に用いることのできる日本語の場合に比べ、中国語では他動詞に限定されるために汎用
性が低かったため、中国語における使用が広まらなかったのではないかと考えられるのである。
因みに中国語における「反撥」に近い意味のことばとしては、
○首先在2002年10月，日本政府従民間人士手里成功租用釣魚島中的三島，受到華人世界的強
烈反弾。（「大陸封鎖保釣人士出海	港台美保釣船冲向釣魚島」『環球華報』2006年10月28日）
○日本在有厳重争議的海域単方面采取行動引起了韓国的強烈反弾。（「日韓独島之争火薬濃」『中青
网』2006年 4月19日）
○美元指数上周破位后的技術性反弾基本告一段落，后市或将重新面臨做空圧力。（「后市面臨重
新做空圧力」『南京晨報』2007年 4月26日）
のように用いられる「反弾」であろう。
5 　現代中国語における「反撥」の使用
5 － 1 　日本語からの借用語「反撥」
　「反撥」が日本語からの借用であることについては、以下に掲げるような、既発表の中国語に
おける外来語研究に関する論考には言及されていない。
　高名凱・劉正埮『現代漢語外来詞研究』（1958年）
　王立達「現代漢語中従日語借来的詞彙」（『中国語文』68期1958年）
　北京師範学院中文系漢語教研組編著『五四以来漢語書面語的変遷和発展』（1962年）
　劉正埮・高名凱編『漢語外来詞詞典』（1984年）
　王力『漢語詞彙史』（1993年）
　沈国威『近代日中語彙交流史』（1994年・改訂新版2008年）
181和製漢語「反撥（反発）」の成立と中国語への受容
　荒川清秀『近代日中学術用語の形成と伝播―地理学用語を中心に』（1997年）
　馬西尼（黄河清訳）『現代漢語詞匯的形成―一九世紀漢語外来詞研究』（1997年）
　史有為『漢語外来詞』（2000年）
　香港中国語文学会『近現代中国新詞詞源詞典』（2001年）
　朱京偉『近代日中新語の創出と交流―人文科学と自然科学の専門語を中心に』（2003年）
　馮天瑜『新語探源―中西日文化互動与近代漢字術語形成』（2004年）
　史有為『外来詞：導文化的使者』（2004年）
　李運博『中日近代詞彙的交流―梁啓超的作用与影響』（2006年）
　楊錫彭『漢語外来詞研究』（2007年）
しかしながら、既に見たように断片的にではあるが、日本の物理学用語「反撥」が中国語に採
り入れられていた事実が認められる。そして現在の中国語においても、新聞記事や論説等に、
次に掲げるごとく「反撥」という語が用いられている。
○在這个意義上講，林語堂提倡 “語録体 ”也許是対這種一元独白傾向的警惕与反撥。‥中略‥
林語堂選択 “語録体 ”為自己的語言精神家園，固然有反撥，矯正的初衷，‥後略‥（張沛「林
語堂的文化双語意識」『中華読書報』2000年10月25日）
○対魯迅的貶低従一定意義上来説，也是対以往神化魯迅現象的反撥。（秦弓「近来貶低魯迅現象
的原因与危害」『広播電視大学学報』哲社版，2001年 1月，	pp.	10－13）
○（新文学）的叛逆性、進取性和主体特征是前所未有的，它在根本上反撥了 “天人合一 ”的文
化観念以及 “和諧 ”為美之极致的審美趣味。（周燕芬『執守・反撥・超越―七月派史論』2003年，
p.	161）
○七月派対客観主義和主観公式主義的批判具有反撥文壇不良傾向的重要意義，‥後略‥（同上，
p.	203）
○新時期以降，縁于対上述极端政治家极端傾向的着力反撥，研究会提出了新的観念…（張直心
「政治文化語境中重新言説〈非文学的世紀:20世紀中国文学与政治文化関係史論〉読后」『魯迅研究月刊』2005
年No.3，pp.	81－83）
○学者的発言乃至学者力量化同時是対行政力量的反撥和調節。（「成熟社会中的 “学者力量 ”」『北
京青年報』2007年 1月16日）
また、『現代漢語詞典』（第 5版）にも、
○【反撥】∶向相反方面進行調整。〔例〕這種理解是対歴史的反撥。／新作品是対伝統理念的
一種反撥。
これらの「反撥」は〈外から加えられる力や他人の言動などに反抗してうけつけないこと〉を
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意味するもので、このような物理学関係以外の文献に用いられた「反撥」の古い例として、管
見では、
○也許是由于感情上的反撥、也許是由于計画上的分工，或者也可以説，由于一種 3年来不断
地在心里起伏着的対于在上海苦闘着的朋友們的感慕與憂戚，我把場面安放在闘士們的一
辺。（夏衍「我這様的写了〈心防〉」『野草』1940年第 1巻第 2期）
○‥前略‥我在我的人生旅路上遭遇到一種悪勢力的反撥，那也是因為我曾経給予這種悪勢力
以無情的白眼的縁故。我這次之受到這些人的反撥，雖然也算在自己的人生旅路上遭受了一
個小小的打撃，但我却反以此自傲。（許傑「一個人的自白」『改進』1945年 5月）
のように1940年代のものが存する11）。
　このような中国語の「反撥」は、日本語における意味用法に等しいものであり、しかも日本
における使用が先行することから、日本語からの借用にもとづくものと考えられる。
5 － 2 　外来語としての受容
　既に見たように、物理学用語としての「反撥」は、日中両語において余り定着しなかったも
のと考えられるが、その後日本においてはむしろ一般語として用いられるに至った。これが、
日本語における「反撥」が自他両様の動詞的意味に用いられ、他動詞に限定される中国語に比
して、より汎用性が高かったことに原因すると考えられることは、既に述べたとおりである。
しかしその後、上掲のように中国語において「反撥」が用いられるに至ったのは、これが新し
い “外来語 ”として、語構成の問題を余り意識せずに採り入れられた結果ではないかと考えら
れる。しかもこれらの「反撥」は、〈行き過ぎたものや間違っていたものを修正する、是正す
る〉あるいは〈これまでの流れを改変する〉といった能動的、積極的な意味に用いられている
ことから、多分に他動詞的であると見ることができ、中国語として受容されやすいものであっ
たことがうかがわれるのである
6 　おわりに
　以上、「反撥」という字音語の成立およびその展開について考察を行った。
　「反撥」の日中における展開を観察すると、両言語におけるこの語に対する語構成意識の差異
が認められる。すなわち、日本語においては「反撥」は「撥ねる／撥ね反す」という和語に相
11）	 これ以前のものとして、たとえば、「像用力擲在墻上而反撥過来的皮球一般」（魯迅『示衆』1925年）と
いう例があるが、これは物理学用語を用いたものではないかと見られる
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当する漢語表現であり、その際、この語が自動詞か他動詞かを決定づけるのは「反る／反す」
すなわち「反」であり、「撥（撥ねる）」はそれに関与しない。従って、日本語の「反撥（する）」
は自他両様に用いられる表現である。ところが中国語においては「撥」はあくまでも他動詞で
あり、これが「反撥」の自他を決定づけるため、「反撥」は他動詞としてしか用いることができ
ない。この汎用性の異なりが日中両国語における「反撥」普及の差となって現れたものと考え
られるのである。
　一方、近時における中国語としての「反撥」は、日本語からの “外来語 ”として英語等から
の語彙と同様、その語構成を余り意識しないまま受容したものと考えられ、これは日本語受容
のあり方に変化が認められる一例に数えることができるだろう。
